
2010年10月創刊
つ いに登 場！！ メーカーとユーザーを結ぶ新媒体

月2回
発行新エネルギー専門情報誌

＜掲載記事の例＞
○「特集」  急激な再生可能エネルギー拡大と課題
　①PV3000万kW時代への
　　導入シナリオと隘路
　②10％導入目標明記、風力など実力は不十分

○「PV＋」深層を聞く
　東京工業大学　黒川浩助特任教授

○「PV＋」タウン　長野県飯田市

○その他…「データを読む」、
　「新エネ技術教室」など

【発行予定】 2010 年 10月（創刊号）
【対象読者】 中央官庁、地方自治体、大学・研究機関、電力会社、石油会社、ガス会社、電機、
　　　　　　機械、素材等の関連メーカー、施工業者、住宅メーカー、一般市民・団体など
【発行形態】 月 2回（1日、15日の予定）
【判　　型】 A4判・12～16ページ
【定期購読料】1年間 2万円、半年間 1万 2,000円（送料、税込み）

定期購読の申し込みは
裏面の申込書で！！

広告掲載を募っています。

☆太陽光発電を中心に新エネルギーの政策・普及・
開発動向をタイムリーに紹介
☆太陽熱、風力発電、バイオマス、燃料電池などの
新エネルギービジネス
☆普及政策（買取制度、補助制度、税制、研究開発
プロジェクト）、関連業界の動向
☆普及等に関連した統計、新たなエネルギーシステム
を軸とした都市・地域づくり

※試読誌希望の方には 10部まで無料で送付します。

〒160-0005　東京都新宿区愛住町３番地　浅井ビル
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（株）エネルギージャーナル社



「時報PV＋」に期待する

　「時報 PV＋」がこのたび創刊
の運びとなること心からお喜び
申し上げます。太陽光発電を始
めとして、風力、バイオマス、燃料
電池などさまざまな分野の新た
なエネルギーは、単なるエネル
ギーを超えて、個人のライフスタイルを変え、社会構造や産業構
造、更には地域社会を大きく変革する可能性を秘めています。
　政府も太陽光発電の買い取り制度を初めとしたさまざまな政
策により、負担の最小化と系統の安定化とのバランスをとりなが
ら、これらのエネルギーが最大限普及するように努力します。
　一方で、この分野は、時に夢が先行しすぎて、現実と混同した
ような報道も散見されます。
　今、何よりも重要なことは、真実を客観的かつ多角的に見つ
め、将来への時間軸も念頭に置きながら、新たなエネルギーの
「等身大」の姿を正確に報道していただくことだと考えます。
　新たなエネルギーには、光もあれば陰もあります。これらのエ
ネルギーの普及のためには、未来を見据えつつ、現実の問題を
ひとつひとつ解決していく必要があります。
　「時報 PV＋」が、その幅広い取材網を活用され、新たなエネ
ルギーの等身大の姿を客観的で正確に報道されることを期待し
ます。

「等身大」の姿、正確に報道を 業界の発展に寄与望む

〈創刊準備1号より。肩書きは2010年6月時点〉

経済産業省大臣官房総括審議官　上田隆之
太陽光発電協会代表理事　川村　誠

（京セラ株式会社代表取締役会長）

〈 切り取り線 〉

「時報PV＋」の申込書
下記に記入の上、ファクシミリ（03-3341-3030）で直接弊社まで

■ 時報「PV＋」を　　　部　　　月から （  1 年  ･  半年  ） 購読します

（請求先が別の場合はその旨お書き下さい）

ご住所　〒

TEL FAX

氏名（法人名） （担当者名）

郵送先・部課名

　　　　　年 　　　月　　　日

　世界が地球温暖化とエネル
ギー安定供給の大問題を克服し
ていく先の姿は低炭素社会であ
る。エネルギーの主役であった化
石燃料に替わり、今後の主軸とな
ることが期待される再生可能エネ
ルギーへの転換が、今始まっている。その代表となるだろう太陽光
発電は、だれもが手に入れることが出来る公平、平等なエネルギー
であり、社会の産業構造を大きく変えていく有力な手段になる。
　太陽電池市場は各国の導入補助政策などによって急激な拡大
を示し、参入するメーカーも増大してきている。日本の太陽光発電は
国の支援をバックにした産業の技術開発と普及への努力によって
生産、市場とも世界をリードする環境事業に育ってきている。ただ太
陽電池産業がまだ独り立ちしている段階とはいえず、本当の意味
での普及と、世界的な競争は始まったばかりでもある。今後、日本の
太陽光発電産業のグローバルな取り組みと、国内市場の一層の成
長に向け、産官学と民が協調した連携が一層求められる。
　こうした環境下で、40 年以上に亘りエネルギー・環境の実態をリ
ポートしてこられたエネルギージャーナル社から、新エネルギーの動
向を掘り下げる新雑誌「PV＋」が創刊されることは時宜を得ている。
　太陽光発電協会は一貫して太陽光発電の普及促進と産業の発
展に力を注いできた。「PV＋」もまた今後の太陽光発電の進展と共
に歩んでいき、太陽光発電業界の発展に寄与していくことを期待し
ている。


